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地方都市における公共施設のあり方  
－周辺環境と呼応する建築― 
 
Way of public facilities in local city 
Architecture in concert with the surrounding environment 
 
 
塚前亜季子 
                 Akiko TSUKAMAE  
 指導教員 富永譲 
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
I want to make architecture to become energetic town. And, aimed at is a cornerstone of public facilities for 
people.The city has a variety of public facilities. When building a public building, Architectural planning theory 
has also been used various architectures has grown sufficiently. However, it is not there any things that has been 
missed in capture technically that you plan construction.So, try to decipher in the architectural space of social 
and cultural context. 
When I walked in the street, civic action happens in the town comes into view. Construction and activities with 
the city, encourage each other together. And the stage of everyday life of citizens, the aim of architecture was 
such that a part of the city. 
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１． はじめに 
長いあいだ建築計画においては、建物をつくる際それ
ぞれに機能が与えられた部屋をどう配置するか、という
ように考えられてきました。こうした考え方は、人の行
為が目的的であり、それぞれに部屋単位で完結すること
が前提になっています。ところがひとの行為はそんなに
単純なものではありません。 
例えば家の中で、料理をつくるにしても、親子で或い
は家族みんなでつくるなら、それは学びであったり団欒
であったりもする。居間のソファにすわる目的はテレビ
を見るためであったり、新聞を読むと言った行為だけで
なく、ただそこが何となく気持ち良いからでもいいし、
結果、そのまわりに家族が集まってくれば団欒になる。
その時ひとかたまりで同じテレビを見ているか、家族そ
れぞれ少し離れた場所で好きなことをしながらでも声
の届く距離で時々会話したり等、いろいろなアクティビ
ティの展開があって、それはちっとも目的的ではないし、
部屋ひとつで完結できるものでもない。 
修士設計に取り組むにあたり、人々のさまざまな行為
を、どのような場所で、どのように行うのか、そしてそ
れがまとまり相互に関係しあってアクティビティとし
てどうかたちづくられていくのか考えていきたいとい
う思いから本研究は始まりました。 
 
２． 建築地理学 
これまでの建築計画研究においては、不特定多数の利
用者を対象とする建物となり、一般的あるいは平均的利
用者像を念頭において計画することになる。しかし、そ
うすることで「一般」あるいは、「平均」の範ちゅうか
ら外れる一定数の人々には応えないこととなる。また、
「一般的利用者」自体が現実に存在するわけでもない。
また近年は利用者の個別性・多様性に目を向ける動きも
ある。そこで、利用者カテゴリーや行動を従来よりも細
かく見ていくことや、生活行為を詳細に把握していくこ
とにも問題がある。利用者の類型を細かくしても、結局
利用者全人格を型にはめることになるからである。これ
からは「多様である」ということから一歩ふみだし、そ
れを出発点とする段階にきている。そのために、意図的
に設計者の意図の及ばない領域を残しておくのである。 
そして、建築のもつ規範性にもっと意識的である必要が
ある。環境を形づくる行為が本来的に規範性を帯びるこ
と、建築が道具としてではなく、環境として象徴的にも
日常行動の局面でも強いフレームであることを意識し
て「計画する」ことに取り組むべきであると考える。 
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３． ハンス・シャロウンの建築にみる地形的空
間 
「建築は場所と役割に関わる固有の「レーゾン・デート
ル(存在理由)」が展開できるように自由でなければなら
ない。秩序は見出されるものであって、押し付けられる
ものではない。」 
ハンス・シャロウン 
 
人々をパースペクティヴな見方からア・パースペクテ
ィヴな意識へと向上させる。それは同時に、人々を集団
の空間から解放し、無名の孤立から救い上げ、感動と感
情に溢れた場所へと導いてくれる。大衆は身も心も動か
されることによって共同体となるのである。「場」を軸
線によって支配されているところや格式を重んじる建
築でなく、人々の内心の感動や愛着を受け入れてくれる
空間的秩序に見出すのである。ア・パースペクティヴな
ものの見方は、本来、感動から生じた見方である。 
 
４． 地方都市と公共施設 
地方都市の中心市街地が疲弊しているといわれて久
しい。シャッター通りと化した商店街がある一方で、郊
外では大型ショッピングセンターが賑わっている。こう
したなか、中心市街地活性化が再び注目を集めている。 
これまで所要の適切な土地を確保するために出てい
き、孤立したかたちで施設が建設されてきた。しかし、
本来は中心市街地に地域の歴史、風土、文化に根差した
公共施設をつくって、中心市街地の賑わいを創出し、活
性化に貢献することが求められているのではないだろ
うか。より人と人のコミュニティの持続を求められる地
方都市では、その施設が提供するサービスを遂行するこ
とのできる機能を要するのはもちろんのこと、人と人が
出会い、それぞれが持っている知識や経験を共有・交換
しながら、知的な創造や交流を生み出し、地域社会の活
性化を深めることのできることが、これからの公共施設
に求められていると考える。 
    
５． 対象敷地 
対象敷地は滋賀県近江八幡市の JR 近江八幡駅と旧市
街地(歴史的市街地)のほぼ中央に位置する場所とした。
近江八幡駅周辺には近代建築が建ち並んでおり、また旧
市街地には八幡堀や八幡商人の商家の町並みが今でも
残っており、歴史感を漂わせている。しかし、八幡堀周
辺に広がる歴史的市街地は重要伝統的建造物群保存地
区に指定され、関連整備事業と合わせたまちなみ保全が
すすんでいる一方、中心地のその他の界隈では空き家・
空き店舗の増加により、活気が失われつつある。 
他方の地方都市が抱える問題が、ここ近江八幡市にも
存在する。また一方で、市民がひとつとなる昔からの祭
りや歳時が残っている。市民のサークル活動もさまざま
な分野で行われており、人々の活気はなくなってはいな
い。しかし、その活動を受け入れる建築が、規範的な建
てられ方がされ、人の活動が広がろうとしても建築によ
って制御されているのではないだろうか。人の活動を支
え、また活動をとおして人々が出会いをもひろげていく
ような流動的で有機的な建築空間を目指す。 
                                        
 
Fig.1 設計対象地 
 
６． 設計概要 
（１） 配置計画 
a） 周辺環境と対応したプログラムの挿入      
周辺環境のもつ要素を引き込みそして、拡張していく
ように機能を配置していく。まちの流れを断ち切らず、
この建築が建つことで中心市街地が一体感をもち、人の
活気を導きだす 
。 
 
Fig.2 建築に周辺の要素を引き込むイメージ 
 
b） 中央に広場を囲む 
中央の広場には誰でも入ってこれ、ここに来るだけで
街で起こる様々な活動に触れることが出来る。街の延長
のように気軽に集まれる場所となる。また、周辺環境か
らなるこの建築を結びつける役割も果たす。 
 
 
Fig.3 ダイアグラム-1 
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 c） 人の行為を誘発する壁と屋根   
湾曲した壁が人を留まらせる大小様々な場所をつく
り、一方で人の流れもつくる。また、屋根のつくる陰影
のある建築空間に、レベルが緩やかに変化するスラブが
はいることで様々な空間を作り出す。 
 
Fig4. ダイアグラム-2 
 
（２） プログラム 
 プログラムは市民センター、図書館、プールとした。
この地域では多くの市民活動が行われているにも関わ
らず、それらを大きく人々に発信する場がないと考えた。
そこで人の活動を支える公共施設が必要だと考える。そ
して、前項でも述べたように、機能の配置を周辺環境と
対応させることで、大きな道路に囲まれ街区ごとで失わ
れていた流れを、街一帯に広げることを試みた。今まで
なかった機能を持つ、新たな建築を建てることで、これ
までの街の活動をより高めることができる。 
 
 
Fig5. お祭りなども行える大きなピロティ 
 
 
Fig6.中庭から 
 
Fig7.通りからプールを見る 
 
７． 結論 
この建物が出来ることで街に活気が蘇ることを期待
する。また人々が場所を認識し、空間の性質を感じ取り
場所を生み出していき、人から人へ、そして街にへと、
今回設計した建築によって広がりや奥行きが生まれる
ことを目指した。建築の空間とは、設計者のものではな
く、やはり使う人のためのものだと改めて感じた。空間
をつくるのではなく場所をつくり、人が自然に認識し使
用してもらえるように与えることが重要だと感じまし
た。地形を生み出すように、そして、使う人の場面を思
い浮かべ、建つ場所の記憶や歴史を大切にすることがこ
とを学ぶことが出来ました。この取り組みを今後の設計
活動にも生かしていきたい。 
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